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今年 1月の大雪は、昨年と同様全国各地で大きな被害

をもたらしました。市内でも３０センチ以上積もったと

ころがあり、バスの運行に支障をきたしました。このよ

うな天候にもかかわらず、雪や凍結による転倒や交通事

故の報告はありませんでした。普段から危険を予知して

行動して頂いた皆さんの、安全に対する意識の高さが表

れていると思います。引き続き安全就業に努めましょう。 

                     

                      

（傷害事故 3件発生） 

①原付バイクで出勤途中､県道から狭い市道へ左折しようとしたとき、スピードを出し過ぎて曲が

り切れず、転倒し肋骨を折った。⇒鋭角の交差点を曲がるときは、十分減速するよう注意喚起した。 

②工場内のトイレを清掃中、用具を載せた台車を動かしたとき後方ドアで腰を打ち、腰骨を圧迫骨

折⇒清掃中は後方の確認をするよう注意喚起した。 

③2トンダンプで土砂を降ろす際、積載物が後あおりに引っかかったのであおりを手で持ち上げた

時に片方のピンが外れていてあおりを足の上に落とし左足 2指の付け根骨折。⇒必要であれば人を

呼ぶなど応援を求める等注意喚起した。 

（その他の事故１件発生） 

①給食配送車をプラットホームに駐車する際にハンドル操作を誤り、左前方に駐車中の配送車の右

ドアミラーに接触した。⇒プラットホームが狭いので、誘導を行うよう指導した。 

                                      

         

安全適正就業研修会（新入会員対象）を１月２６日に開催予定でしたが、２４日からの大雪によ

り参加者の安全を考え中止としました。当日の研修会資料は対象会員に送付しました。 

 

                     

今期も就業者の安全確保・適正就業の確認と 

就業先の責任者との情報交換を目的に、企業訪

問を実施しました。訪問先の責任者の方には丁

寧な対応をして頂きました。藤原で昨年事故の

起きた現場では、既に事故防止対策が取られて

おり、企業の安全に対する意識の高さが伺えま

した。 

 

 

除草班主催の講習会が、２月２０日(火)に行われました。講師は除草班・平野冨秋総班長と井上

久幸さんで、午前はチェーンソーの構造、安全な取扱いのポイントについて講習を受け、各自使用

しているチェーンソー・チップソーを持ち寄り、目立ての実習を行いました。午後は場所を移し、

研磨したチェーンソーで試し切り等を行い、有意義な講習となりました。 

                        いなべ市シルバー人材センター 安全適正委員会 

ｼﾙﾊﾞｰ事業 
12～2月 
発 生 分 

年度累計 
前年同期 
発 生 分 

傷害事故 3 10 7 

賠償事故 0 4 4 

その他事故 1 6 0 

計 4 20 11 

実施日 企業就労先（訪問先） 

2月 1日（木） 北勢・扶桑工機(株) 

2月 6日（火） 藤原・あづま食品(株)三重工場 

2月 15日（木） 員弁・(株)Ａ.Ｔ.Ａ.いなべテクノパーク 

2月 21日（水） 大安・(株)キラックス・梅本スリッター 

企業訪問を実施（安全・適正パトロール） 

事故報告 （１２～２月までの事故発生状況） 

状況ｊ 

 いなべ市シルバースローガン 

慣れた手も 緩んだ気持ちが 事故招く 

 平成 30年 3月号（毎年 3・6・9・12月発行） 

安全適正就業研修会（積雪のため中止） 

チェーンソー取扱い及びソーチエーン・チップソーの目立て講習会 


